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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、核。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、転写因子STATファミリーのメンバーです。サイトカインや成長因子に反応して、STATファミリーのメンバーは受容体関連キナーゼによってリン酸化され、ホモ二量体またはヘテロ二量体を形成して細胞核に移行し、そこで転写活性化因子として作用します。このタンパク質は、IL2、IL4、CSF1、様々な成長ホルモンなど、様々な細胞リガンドによって引き起こされるシグナル伝達を媒介します。TCRシグナル伝達、アポトーシス、成体乳腺の発達、肝臓遺伝子発現の性的二型など、多様な生物学的プロセスに関与することが示されている。この遺伝子は、急性前骨髄球性白血病（APLL）の少数のサブセットにおいて、レチノイン酸受容体α（RARA）遺伝子と融合することが判明しました。このタンパク質を介したシグナル伝達経路の調節不全が、APLLの原因である可能性があります。 [但し書き
	研究分野
	-
	画像データ
	

	A549細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をSTAT5bウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

